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共創パートナー企業　ソリューション提案

　PDFormstudio は、バリアブル印刷用のデータを作成するソフトウェアです。
　宛名、ナンバリング、バーコードなどさまざまな可変要素が入ったデータを簡単に作成することができ、需要が高まる
印刷物のパーソナライズ化への対応や商品ラインアップを増やすことで、顧客への新しい提案にもご活用いただけます。

　ダイレクトメールやチラシ、ラベルなど多様な印刷物のバリアブル印刷用 PDF データを、簡
単かつスピーディに作成。これまで時間がかかっていたバリアブル印刷のデータ制作を一気に
効率化します。知見がなくても操作を習得でき、属人化の解消とノウハウの継承に最適です。

例）宛名と個人別の QR コードを配置したハガキ DM5,000 件が 3 分 38 秒、 ナンバリング
を配置したチケット1,000 件がわずか8 秒

手間のかかるデータ作成はソフトウェアにお任せ  バリアブル印刷をもっと簡単に！

バリアブルデータを簡単かつスピーディに作成！

　マーケティングやトレーサビリティに欠かせない可変情報を追
加する機能（ナンバリング・健康診断や成績表の可視化グラフ・
区分郵便物・バーコード など）を多数搭載。これまで手間や時間
がかかっていたデータの準備作業を大幅に短縮し、効率的な印刷
と顧客満足度向上に大きく貢献します。

さまざまなアプリケーションに対応する
豊富な機能

　1ページの PDFに複数レコードが連結された PDFもレコード
ごとに分割が可能。これにより、レコード単位でのデータ加工が可
能になり、デジタル印刷機や後加工機の仕様に合わせたデータ制
作が容易になります。

レコードごとのページ切り出しが可能

　識別番号や郵便番号、ページ番号、住所、氏名などの抽出され
た文字列をもとに、名寄せや区分け処理が可能。必要に応じて、背
景データとの合成処理や、可変画像の追加も行えます。
　また、トランザクション印刷で求められる多様な串刺し面付け設
定にも柔軟に対応。 後加工用のバーコードやアクセサリも出力で
きるため、後加工処理もしっかりサポートします。

テキスト抽出で名寄せ・区分け作業を
自動化

　小ロットの複数ジョブを1ロールごとにまとめて連結したり、大
ロットのジョブを複数のロールに分割したりすることが可能。
　また、後加工機のセットアップ用に任意のページに調整紙の差
し込みも行えます。

ジョブをまとめて
デジタル印刷機の稼働を効率化

　国内開発のソフトウエアで、定期的な機能アップなどを行って
おり安心して継続利用いただけます。トラブル時も電話サポート
からオンサイトまで迅速に対応します。製品はパッケージ版と、年
間利用版（サブスクリプション版）の 2種類をご用意。初期投資を
抑えた利用も可能です。

安心のサポート体制

　今期から経営革新マーケティング委員会の委員長を
仰せつかりました東京都の木村崇義です。２年間よろしく
お願い致します。

　印刷業界が直面する多くの課題を乗り越えるには、同質
化による価格競争から差別化による「価値協創」へのシフト
が必要です。経営革新マーケティング委員会は価値協創
の実現のため、「価値創出支援」、「経営基盤強化支援」、
「オープンイノベーションの推進」の３つの部会を立ち上げ、
事業を進めていきます。
　価値創出支援事業では、変化する顧客ニーズへの対応
や新たな顧客価値を創るための支援を図ります。価値創出
に繋がる業態変革の好事例を収集・研究・発信していき
ます。令和6年度は「価値と価格（見積）」に関するセミナー
をスタートにして、価値創出のための日常的な戦術（考え
方）から、新たな価値を創出するための戦略（例えば令和
版業態変革のようなこと）に取り組みたいと思っています。
　経営基盤強化支援事業は価値協創のための経営基盤
を創るための取り組みです。一番のポイントとして、生産性
の向上、生産工程の見える化に注目し、印刷業の収益を
改善する情報を発信します。具体的な支援策に中小印刷
会社向けの基幹業務システム「BRAIN」の提供（販売）が
あります。生産工程の見える化やDXについて、単にシス
テムだけの提供・紹介ということではなく、様々な基幹シス
テムを各社がどのように活用して生産性を向上させてい
るかなど、各種システムが進化してきている今だからこそ、
その活用事例紹介やシステムと連動している現場の仕組
みなども含めて、研究・発信していければと考えています。

　オープンイノベーションの推進事業では、業界内外の
つながりを強め、協創のための仕掛け作りを進めます。令和
６年度は、印刷機材メーカーなどの印刷関連業と連携を
強めていきます。７月２９日には「drupaの振り返りと業界
トレンド分析」をテーマにしたセミナーを実施しました。
今後はメーカーのソリューション事例や補助金・助成金
情報などを発信していくとともに、効果的に組合員に情報
発信していくための仕組みの強化（協創）も視野に活動を
進める予定です。

　私の委員会活動の方針としては「実践」があります。
私自身（また委員会メンバー）がやらない、やれないような
テーマは扱わず、私たち自身が実践して役に立つと思え
るものを取り組んでいきたいと思っています。価値協創に
つながる経マの委員会活動、全国組合員の皆様もぜひ
一緒に実践していきませんか？ セミナー等のご参加、お待
ちしています。

経営革新マーケティング
委員会
委員長　木村 崇義氏

価値づくりに
繋がる事業を展開
挑戦しやすい事例を
広く紹介
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